
『
原
爆
文
学
研
究
』
投
稿
規
定

一
、
原
爆
文
学
研
究
会
の
機
関
誌
と
し
て
会
員
か
ら
の

意
欲
的
な
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
原
稿

掲
載
に
つ
い
て
は
編
集
委
員
会
で
判
断
し
ま
す
。

二
、
投
稿
に
際
し
て
は
、
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
お
送
り
く
だ
さ
い
。
原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
お
手
元
に
控
え
を
お
残
し
く
だ
さ
い
。

三
、
パ
ソ
コ
ン
使
用
の
場
合
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原

稿
に
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
の
上
お
送
り
く
だ
さ

い
。

四
、
原
稿
は
、
新
字
の
あ
る
も
の
は
な
る
べ
く
新
字
を

用
い
、
注
の
形
式
等
は
既
刊
の
も
の
に
準
拠
し
て
く

だ
さ
い
。

五
、
投
稿
者
は
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）

に
つ
き
一
〇
〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

六
、
次
号
（

号
）
の
締
切
は
、「
論
文
」
枠
（
査
読

23

有
）
が
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日
、
そ
の
他
の
枠

で
の
投
稿
が
二
〇
二
四
年
一
一
月
三
〇
日
で
す
。

『
原
爆
文
学
研
究
』
編
集
委
員

後
山
剛
毅

加
島
正
浩
（
編
集
長
）
樫
本
由
貴

楠
田
剛
士

中
尾
麻
伊
香

中
野
和
典

長
野
秀
樹

野
坂
昭
雄

堀
本
嘉
子

松
永
京
子

山
本
昭
宏

編
集
後
記

今
号
に
は
四
本
の
自
由
投
稿
論
文
、
四
本
の

小
特
集
論
文
、
第
七
〇
回
原
爆
文
学
研
究
会
で
行
な
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
記
録
か
ら
ひ
ら
く
表
現
」
の
文
字

起
こ
し
を
は
じ
め
と
し
、
エ
ッ
セ
イ
一
本
と
書
評
二
本
、
詩

一
作
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま

の
お
か
げ
で
、
今
号
も
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
か
と
存
じ

ま
す
。
寄
稿
者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た

今
号
も
、
事
務
局
長
の
中
野
和
典
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
、

編
集
委
員
の
み
な
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

を
付
記
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
代
カ
ナ
ダ
の
劇
作
家
ニ
コ
ラ
ス
・
ビ
ヨ
ン
に
『
屠
殺

人

ブ
ッ
チ
ャ
ー
』
と
い
う
戯
曲
が
あ
り
ま
す
。
日
本

で
は
名
取
事
務
所
が
、再
演
の
た
び
に
演
出
家
を
変
え
、

二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
二
三
年
と
上
演

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
再
演
が
行
な
わ
れ
る
と

予
想
さ
れ
る
本
戯
曲
に
関
す
る
子
細
な
説
明
は
避
け

ま
す
が
、
戯
曲
で
は
大
量
虐
殺
を
行
な
っ
た
戦
争
犯
罪

人
の
生
き
残
り
を
ひ
と
り
ひ
と
り
殺
し
て
い
る
エ
レ
ー

ナ
と
い
う
女
性
が
登
場
し
、
弁
護
士
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
の

片
足
を
、
あ
る
復
讐
の
た
め
に
傷
つ
け
ま
す
。
そ
し
て

「
い
つ
か
私
に
、
復
讐
し
に
来
れ
ば
い
い
」
と
い
う
エ
レ
ー

ナ
に
「
そ
し
て
、
そ
の
先
は
？
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
は

し
な
い
」
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
言
い
放
ち
ま
す
。
暴
力
が

世
界
中
を
席
巻
す
る
そ
の
な
か
に
依
然
と
し
て
私
た
ち

は
い
ま
す
。〈
非
暴
力
圏
〉
に
い
る
よ
う
に
思
え
て
も
、

い
つ
私
た
ち
の
住
む
こ
の
場
所
に
暴
力
が
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
弁
護
士
ハ
ミ
ル

ト
ン
が
自
身
の
足
が
傷
つ
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
身
体
を

脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
〈
安
全
な
〉
日
常
を
送
り
、

そ
こ
で
「
復
讐
は
し
な
い
」
と
い
う
考
え
を
育
ん
で
い

た
の
だ
と
す
れ
ば
、〈
戦
時
下
〉
で
〈
安
全
な
〉
場
所

に
い
る
人
間
の
い
ま
行
う
べ
き
こ
と
は
、
見
え
て
く
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
戦
場
の
外
側
で
非
戦
の
思
想
を

鍛
え
る
こ
と
が
、
い
ま
必
須
の
課
題
と
し
て
我
々
に
迫

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。（
加
島
正
浩
）

原
爆
文
学
研
究
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二
〇
二
四
年
二
月
二
九
日
発
行

編
集

原
爆
文
学
研
究
会

八
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八
〇

福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
―
一
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一

福
岡
大
学
人
文
学
部

中
野
和
典
研
究
室
気
付

発
行

㈲
花
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院

八
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福
岡
市
中
央
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白
金
二
―
九
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Ｅ
Ｌ
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二
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〇
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八
七

Ｆ
Ａ
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〇
九
二(

五
二
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四
四
一
一

◇
書
店
に
な
い
場
合
は
「
地
方
小
出
版
流
通
セ
ン

タ
ー
扱
い
」
と
ご
指
定
の
上
、
書
店
に
ご
注
文

下
さ
い
。

◇
継
続
購
読
は
、
花
書
院
「
原
爆
文
学
研
究
係
」

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
送
料
は
無
料
と
な
り

ま
す
。


